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論文内容 の 要 旨

本論文はネットワークに関する種々の最適化問題の研究をまとめたものであり， 5章からなってい

るO

第 1章では，本論文の位置づけと，以下の章の要約および必要な定義等を述べている O

第 2章では，ネットワークの中で流れを均一化しようとするミニマックス・フローの定義およびそ

の解法を与え，またその解法の効率の良さを示している O

第 3章では，前章の問題を一般化した重み付きミニマックス・フローを考えている O このとき，フ

ローを整数に制限する場合と実数でもよい場合が考えられ，この両方に対する効率のよい多項式時間

のアルゴリズムを与えている O またその応用として，ネットワークの中で定められた項点へできるだ

け平等に資源を配分するミニマックス型の配分問題を議論し，他の配分問題との関連性を述べている O

第 4章では，燃料制限のある車輔の経路決定問題，週 2連休制での人員割り当て問題，むよび施設

の配置問題について，最短経路問題の応用を論じている O ここでは外見上最短経路問題には無関係に

見える問題でも，最短経路問題に帰着させうることを示している O また，これらの問題に対して効率

のよいアルゴリズムを与え，それらの計算量を求めている O

第 5章では，最大流量問題と最小張り木問題の応用を扱っている O 前者は一定の項点、を通過せねば

ならぬという付加条件のある最大流量問題であるが，その付加条件を除去する変換を考案している O

後者は弧の重みが確率変数であるような最小張り木問題であるが，それを確定的な問題に帰着させう

ることを示している O さらにこれらの問題に対する効率のよいアルゴリズムを与えている O
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論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

ネ ッ ト ワ
ー

ク に 関す る 最適化問題 と し て は
,

最大流量 問題
,

最短経路問題
,

最小張 り 木( m i n i m u m

s p a n n i n g t r e e ) 問題な ど多くの 問題 が 従来 か ら研究 さ れ
, そ の 解法 と して もで きる だけ 計算量を少なく

する と い う意味 で の 効率 の 良 い ア ル ゴ リ ズ ム の 開発 が 進め ら れ て い る ｡ し か し
,

こ れ ら の 問題 に つ い

て は 基本的な単純を型の もの が解決さ れ て い る に す ぎず, 現実の 種 々 の 問題 に 適 用 す る に は ま だ 不十

分な点 が 多 い
｡

本論文 は こ の よ うなネ ッ ト ワ
ー

ク に 関す る種 々 の 問題をよ り 現実的を 問題 に 応用 で き る ような型 に

変形 し た 問題
,

お よ び
一

見ネ ッ ト ワ
ー

ク と は 無関係 に 見 え る組合 わ せ 最適化問題の を か で 上記 の 型 に

帰着で き る ような種 々 の 実際的 な問題を考察 し
, 効率 の よ い 解法を与 えて い る ｡ そ の 主要な 結果を要

約する と次 の と お り で あ る ｡

( 1) 最大流量 問題 に お い て
,

で き る だ け流 れ を均 一 化する た め に ミ ニ マ ッ ク ス ･ フ ロ ー の 概念を定義

し
,

効率 の よ い 解法を与 え て い る ｡ さ ら に そ の
一

般化と し て
,

重 み 付 き ミ ニ マ ッ ク ス ･ フ ロ
ー

の 問

題 を考察 し
, そ れ に 対す る 多項式時 間 の ア ル ゴ リ ズ ム を与 え て い る ｡

(2) 定 め ら れ た頂点を通 ら ね ば を らを い 最大流量問題を普通 の 最大流量 問題 に変換す る 方法と そ の 解

法を示 し て い る ｡

( 3) 最小張 り 木問題 で弧 の 重み が確率変数 で あ る 場合を考察 し
,

そ れ を確定的な 問題 に 変換 す る方法

お よ びそ の 解法を与 え て い る ｡

(4) 燃料制限の あ る 車輌 の 経路決定問題
,

週 2 連休制 で の 人 員割 り 当て 問題, 施設の 配置問題な どを

最短経路問題と し て 取扱う方法を考案 し
,

そ の 効率的な解法を与 え て い る
｡

以上の よう に 本論文は ネ ッ ト ワ
ー

ク に 関す る種 々 の 最適化問題 の 解法 に つ い て 多く の 新し い 知 見を

与 え た もの で
,

数理 工 学 お よ び そ の 応 用 に 貢献 す る と こ ろ が大 き い ｡ よ っ て本論文は 博士 論文と し て

価値あ る も の と認 め る ｡
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論文の審査結果の要旨

ネットワークに関する最適化問題としては，最大流量問題，最短経路問題，最小張り木(minimum

spanning tree)問題など多くの問題が従来から研究され，その解法としてもできるだけ計算量を少なく

するという意味での効率の良いアルゴリズムの開発が進められている O しかし，これらの問題につい

ては基本的な単純な型のものが解決されているにすぎず，現実の種々の問題に適用するにはまだ不十

分な点が多い。

本論文はこのようなネットワークに関する種々の問題をより現実的な問題に応用できるような型に

変形した問題，および一見ネットワークとは無関係に見える組合わせ最適化問題のなかで上記の型に

帰着できるような種々の実際的な問題を考察し，効率のよい解法を与えている O その主要な結果を要

約すると次のとおりである O

(1) 最大流量問題において，できるだけ流れを均一化するためにミニマックス・フローの概念を定義

し，効率のよい解法を与えている O さらにその一般化として，重み付きミニマックス・フローの問

題を考察し，それに対する多項式時間のアルゴリズムを与えている O

(2) 定められた項点を通らねばならない最大流量問題を普通の最大流量問題に変換する方法とその解

法を示している O

(3) 最小張り木問題で弧の重みが確率変数である場合を考察し，それを確定的な問題に変換する方法

むよびその解法を与えている O

(4) 燃料制限のある車車両の経路決定問題，週 2連休制での人員割り当て問題，施設の配置問題などを

最短経路問題として取扱う方法を考案し，その効率的な解法を与えている口

以上のように本論文はネットワークに関する種々の最適化問題の解法について多くの新しい知見を

与えたもので，数理工学およびその応用に貢献するところが大きしユ。よって本論文は博士論文として

価値あるものと認める O
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